
令 和 ５ 年 度 旭 区 社 会 福 祉 協 議 会 事 業 計 画

～ 共 に 支 え ら れ 生 き て い く 、 地 域 共 生 社 会 の 実 現 に 向 け て ～

本 会 で は 、 平 成 3 0 年 か ら 「 地 域 共 生 社 会 」 の 実 現 を 目 指 し 事 業 に 取 り 組 ん で き ま し た 。

特 に 、 地 域 の 中 で 潜 在 化 し て い る 生 活 課 題 に 気 づ き 、 共 に 支 え あ え る 地 域 と な る た め の 仕 組

み づ く り を 進 め 、 地 域 の 力 を 高 め る 支 援 に 重 点 を 置 い て き ま し た 。

令 和 ２ 年 度 か ら は 「 断 ら な い 相 談 支 援 」 を 目 指 し 、 区 社 協 に 寄 せ ら れ る 相 談 か ら 見 え て く

る 多 様 な 課 題 に 地 域 と 連 携 し て 取 組 み 、 相 談 者 の 社 会 的 孤 立 の 防 止 や 、 地 域 や 関 係 機 関 と の

ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 目 指 し て き ま し た 。 さ ら に 、 地 域 住 民 が 地 域 に あ る 様 々 な 困 り ご と に

早 期 に 気 づ き 、 支 援 に つ な ぐ 「 ゆ る や か な 見 守 り 活 動 」 の 構 築 を 進 め 、 令 和 ３ 年 度 か ら 「 ご

近 助 ほ っ こ り 活 動 」 と し て 各 地 区 社 協 を 中 心 に 取 組 が 始 ま っ て い ま す 。

こ れ ら の 取 組 は 、 少 子 高 齢 化 な ど に よ る 地 域 の つ な が り の 希 薄 化 に 加 え 、 コ ロ ナ 禍 に よ り

一 層 顕 著 と な っ た 生 活 困 窮 や 、 孤 独 ・ 孤 立 し て い る 方 々 に 対 し て 、 制 度 だ け で は 支 援 し き れ

な い ニ ー ズ に 対 応 す る こ と に も つ な が っ て い ま す 。

令 和 ５ 年 度 は 、 コ ロ ナ に よ り 失 わ れ た 地 域 の つ な が り を 再 生 す る た め 「 ご 近 助 ほ っ こ り 活

動 ( ゆ る や か な 見 守 り 活 動 ) 」 を 小 地 域 単 位 で 進 め 、 地 域 の 中 に 潜 在 し て い る 生 活 課 題 に 気 づ

き 、 地 域 に お け る 見 守 り や 支 え あ い 活 動 を 拡 充 し ま す 。 ま た 、 身 近 な 地 域 で の 居 場 所 づ く り

や 、 寄 付 金 を 財 源 に 創 設 し た 「 あ さ ひ 子 ど も の 未 来 応 援 基 金 」 を 活 用 し た 子 ど も の 支 援 に 取

り 組 み ま す 。 さ ら に 、 こ れ ら の 取 組 を 支 え る た め に 「 一 人 ひ と り の 福 祉 意 識 の 醸 成 」 と 「 寄

付 文 化 の 醸 成 」 に 引 き 続 き 取 り 組 み ま す 。

そ の 一 方 、 こ れ ま で 拡 充 し て た き 事 業 ・ 業 務 執 行 体 制 を 見 直 し を 図 り 、 職 場 の 働 き 方 改 革

を 進 め る と と も に 、 よ り 一 層 適 正 な 事 務 執 行 に 努 め ま す 。

■■ 重 点 目 標 ・ 取 組重 点 目 標 ・ 取 組

区 社 協 の 持 つ 総 合 相 談 機 能 と区 社 協 の 持 つ 総 合 相 談 機 能 と

地 域 支 援 の 連 携地 域 支 援 の 連 携

本 人 の 気 持 ち に 寄 り 添 う 伴 走 型 支 援 を

目 指 し 、 相 談 機 能 の 強 化 を 引 き 続 き 図 り

ま す 。

地 域 の 中 に 気 軽 に 相 談 で き る “ 居 場 所 ”

づ く り を 地 域 住 民 と と も に 進 め ま す 。

身 近 な 地 域 で 行 う身 近 な 地 域 で 行 う 「「 ゆ る や か なゆ る や か な 見 守 り見 守 り

支 え あ い支 え あ い 活 動 」 の 支 援活 動 」 の 支 援

日 常 生 活 の 中 で お 互 い に 小 さ な 変 化 に 気 づ

き 見 守 り あ う 関 係 づ く り 、 生 活 課 題 の 早 期

発 見 ・ 支 援 に つ な げ る た め に 身 近 な 地 域 で

の 見 守 り 支 え あ い 活 動 の 基 盤 づ く り 、 多 様

な 立 場 の 人 が 参 加 し 、 自 然 な 形 で お 互 い 様

の 地 域 づ く り を 地 域 住 民 と と も に 進 め ま す 。

福 祉 教 育 の 推 進 と 寄 付 文 化 の 醸 成福 祉 教 育 の 推 進 と 寄 付 文 化 の 醸 成
地 域 共 生 社 会 の 実 現 に 向 け た 学 び の 機 会 を 住 民 、 企 業 、 学 校 と つ く り ま す 。

共 同 募 金 や 善 意 銀 行 に 寄 せ ら れ る 寄 付 金 が 、 地 域 の 見 守 り や 支 え あ い 、 食 支 援

な ど に 活 か さ れ て い る こ と を 地 域 に 発 信 ・ 還 元 し て い き ま す 。

■■ 基 本 方 針基 本 方 針

一 人 ひ と り の 福 祉 意 識 の 醸 成 を 目 指 す ア プ ロ ー チ一 人 ひ と り の 福 祉 意 識 の 醸 成 を 目 指 す ア プ ロ ー チ

地 域 共 生 社 会地 域 共 生 社 会

見 守 り 、 支 え あ え る見 守 り 、 支 え あ え る
地 域 づ く り の 取 組地 域 づ く り の 取 組

つ な が り 続 け る こ と をつ な が り 続 け る こ と を
目 指 す 取 組目 指 す 取 組
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令 和令 和 ５５ 年 度年 度 旭 区 社 会 福 祉 協 議 会旭 区 社 会 福 祉 協 議 会 事 業 概 要事 業 概 要

基 本 目 標基 本 目 標 ⅠⅠ 安 心 し て 自 分 ら し く 生 活 が で き る た め の 包 括 的 支 援 体 制 の 充 実安 心 し て 自 分 ら し く 生 活 が で き る た め の 包 括 的 支 援 体 制 の 充 実

≪≪ 相 談 支 援相 談 支 援 ・・ 権 利 擁 護 部 門権 利 擁 護 部 門 ≫≫

１１ ．． 各 種 事 業 の 推 進各 種 事 業 の 推 進 、、 総 合 相 談 機 能 の 強 化総 合 相 談 機 能 の 強 化

各 種 事 業 を 通 じ て 地 域 住 民 か ら 寄 せ ら れ る 相 談

や 潜 在 的 ニ ー ズ を 受 け 止 め 、 必 要 な 支 援 に つ な

ぎ ま す 。

（ １ ） ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー

（ ２ ） 移 動 情 報 セ ン タ ー あ さ ひ

（ ３ ） 旭 区 あ ん し ん セ ン タ ー

（ ４ ） 生 活 福 祉 資 金 貸 付 事 業

（ ５ ） 生 活 に 困 難 を 抱 え る 方 々 へ の 支 援

総 合 相 談総 合 相 談

総 合 相 談 で は 、 各 種 事 業 に お け る 個 別

支 援 の 実 践 を 基 盤 に 、 総 合 相 談 ・ 生 活

支 援 へ の 取 組 を 一 層 強 め ま す 。

制 度 の 狭 間 や 支 援 に つ な が り に く い 生

活 課 題 を 発 見 し 、 関 係 機 関 な ど と 連 携

し 取 り 組 む と と も に 、 ア ウ ト リ ー チ を

通 じ て 、 支 援 の 入 り 口 を 作 っ て い き ま

す 。

１１ ．． 地 区 社 協 活 動 の 支 援地 区 社 協 活 動 の 支 援

困 り ご と に 寄 り 添 い 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 生 か し て

解 決 し て い く 役 割 を 担 え る よ う 、 地 区 社 協 活 動

を 支 援 し ま す 。

（ １ ） 地 区 担 当 制 に よ る 相 談 ・ 調 整 ・ 活 動 支 援

・ 地 区 社 協 活 動 費

（ ２ ） 情 報 共 有 ・ 提 供 の 場 の 開 催

・ 分 科 会 、 研 修 会 の 実 施

（ ３ ） ご 近 助 ほ っ こ り 活 動 の 推 進

２２ ．． ボ ラ ン テ ィ アボ ラ ン テ ィ ア ・・ 市 民 活 動 団 体 へ の 支 援市 民 活 動 団 体 へ の 支 援

ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市 民 活 動 団 体 へ の 「 は じ め る 、

さ さ え る 、 つ な げ る 」 を 支 援 し ま す 。

（ １ ） 地 域 福 祉 活 動 の 充 実 に 向 け た 支 援

・ ふ れ あ い 助 成 金 、 独 自 助 成 金 等 の 配 分

（ ２ ） 活 動 の 場 の 提 供

・ 福 祉 保 健 活 動 拠 点 「 ぱ れ っ と 旭 」 の 運 営

基 本 目 標基 本 目 標 ⅡⅡ 多 様 な 主 体 に よ る 支 え あ い の 地 域 づ く り の 推 進多 様 な 主 体 に よ る 支 え あ い の 地 域 づ く り の 推 進

≪≪ 地 域 福 祉 推 進地 域 福 祉 推 進 部 門部 門 ≫≫

地 域 支 援地 域 支 援

地 域 支 援 で は 、 地 域 住 民 か ら 寄 せ

ら れ る 生 活 課 題 を 受 け 止 め 、 「 地

域 」 を 基 盤 に し て 解 決 に つ な げ る

支 援 や そ の 仕 組 み づ く り を 行 い ま

す 。 ま た 深 刻 な 生 活 課 題 に つ い て 、

共 有 ・ 協 議 の 場 と し て の 役 割 を 発

揮 し 、 そ の 解 決 や 予 防 に 向 け て 取

り 組 み ま す 。

総 合 相 談総 合 相 談 ×× 地 域 支 援地 域 支 援

全 職 員 で 住 民 主 体 の 地 域 福 祉 を 推 進

す る た め 、 月 １ 回 の ミ ー テ ィ ン グ で 、

各 地 区 の 相 談 状 況 と 地 域 の 現 状 を 共

有 し 、 地 域 支 援 の 方 針 を 確 認 す る 等

し て 取 り 組 み ま す 。
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（ １ ） 地 域 福 祉 保 健 計 画 の 推 進

（ ２ ） 見 守 り ・ 社 会 参 加 ・ 生 活 支 援 の 場 の 提 供

・ 生 活 支 援 体 制 整 備 事 業

（ ３ ） 孤 立 防 止 や 社 会 と の つ な が り づ く り

（ つ な が り 食 料 支 援 事 業 等 ）

（ ４ ） 地 域 で こ ど も を 育 て る 支 援

（ ５ ） 重 層 的 な 支 援 体 制 に 向 け た ネ ッ ト ワ ー ク

づ く り ・ 各 種 会 議 の 参 加 （ 所 長 会 、 地 域

ケ ア 会 議 等 ）

基 本 目 標基 本 目 標 ⅢⅢ 地 域 福 祉 保 健 の 取 組 が 拡 が る 仕 組 み づ く り の 推 進地 域 福 祉 保 健 の 取 組 が 拡 が る 仕 組 み づ く り の 推 進

≪≪ 一 人 ひ と り の 福 祉 意 識 の 醸 成一 人 ひ と り の 福 祉 意 識 の 醸 成 ≫≫

第 ４ 期 旭 区 地 域 福 祉 保 健 計 画第 ４ 期 旭 区 地 域 福 祉 保 健 計 画

３ つ の 目 指 す 姿３ つ の 目 指 す 姿

① 誰 も が と も に 生 き る ま ち① 誰 も が と も に 生 き る ま ち

② み ん な が 、 声 を か け あ え る ま ち② み ん な が 、 声 を か け あ え る ま ち

③ ひ と り ひ と り が 、 自 分 ら し く い ら れ る ま ち③ ひ と り ひ と り が 、 自 分 ら し く い ら れ る ま ち

※※ 各 事 業 を 通 じ て 、 本 計 画 の 推 進 を 図 り ま す 。各 事 業 を 通 じ て 、 本 計 画 の 推 進 を 図 り ま す 。

連 動 す る 目 指 す 姿 を 次 ペ ー ジ 以 降 の 事 業連 動 す る 目 指 す 姿 を 次 ペ ー ジ 以 降 の 事 業

【【 】 内 に 記 載 し て い ま す 。】 内 に 記 載 し て い ま す 。

「 地 域 共 生 社 会 」 の 実 現 に 向 け て 、 誰 も が 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る よ う 、 孤 独 ・ 孤 立

防 止 や 社 会 と の つ な が り づ く り 、 参 加 支 援 を 進 め る と と も に 、 多 様 性 を 受 け 入 れ ら れ る 地 域 ・ 人

づ く り を 目 指 し ま す 。

（ １ ） 福 祉 教 育 の 推 進

（ ２ ） 寄 付 文 化 の 醸 成

（ ３ ） 広 報 ・ 啓 発 （ あ さ ひ い き い き 宣 言 の 発 行 等 ）

基 本 目 標基 本 目 標 ⅣⅣ 区 社 協 組 織 ・ 活 動 基 盤 の 整 備区 社 協 組 織 ・ 活 動 基 盤 の 整 備

≪≪ 法 人 運 営法 人 運 営 ・・ 経 営 部 門経 営 部 門 ≫≫

（ １ ） 区 社 協 基 盤 整 備

（ ２ ） 理 事 会 、 評 議 員 会 、 分 科 会 等 の 開 催

（ ３ ） 社 会 福 祉 功 労 表 彰

（ ４ ） 災 害 時 に お け る 支 援 体 制 の 構 築

（ ５ ） コ ン プ ラ イ ア ン ス の 推 進 、 人 材 育 成

（ ６ ） 団 体 事 務

法 人法 人 運 営運 営

様 々 な 福 祉 機 関 ・ 関 係 者 の 参 加 の も

と 、 と も に 生 き る 豊 か な 福 祉 社 会 を 目

指 し 、 複 合 的 な 課 題 を 解 決 し て い く た

め の 取 組 を 、 会 員 と 共 に 実 施 し ま す 。

ま た コ ン プ ラ イ ア ン ス を 遵 守 し 、 寄 付

や 補 助 金 を 扱 う 団 体 と し て 信 頼 を 維

持 し ま す 。

３３ ．． 協 働協 働 ・・ 連 携 に よ る 福 祉 課 題 へ の ア プ ロ ー チ連 携 に よ る 福 祉 課 題 へ の ア プ ロ ー チ

地 域 住 民 が 主 役 と な り 、 地 域 課 題 に 取 り 組 む た め の 基 盤 を つ く り ま す 。
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≪≪ A S U PJA S U PJ （ 明 日 プ ロ ジ ェ ク ト ） に よ る 見 直 し ・ 開 発 検 討 ≫≫

今 後 の 社 会 的 変 化 を 踏 ま え 、 様 々 な 福 祉 課 題 に 対 応 し 、 安 定 的 に 事 業 運 営 を 行 っ て い く こ と が で き る よ う 、

ま た 生 活 課 題 に 寄 り 添 い 、 支 え 合 い な が ら 住 み 慣 れ た 地 域 で 暮 ら し て い く こ と の で き る 仕 組 み づ く り を 目 指 し

て い く た め 、 旭 区 社 協 の 既 存 事 業 の 見 直 し （ 事 業 の 再 構 築 ） ・ 展 開 を 図 り 、 ス テ ッ プ ア ッ プ を し て い き ま す 。

（ ※ A S U PJ: 旭 区 社 協 （ A ） 、 ス テ ッ プ （ S ) 、 ア ッ プ （ U ） 、 プ ロ ジ ェ ク ト （ P J） の 頭 文 字 か ら ）
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基 本 目 標基 本 目 標 ⅠⅠ 安 心 し て 自 分 ら し く 生 活 が で き る た め の 包 括 的 支 援 体 制 の 充 実安 心 し て 自 分 ら し く 生 活 が で き る た め の 包 括 的 支 援 体 制 の 充 実

各 種 事 業 の 推 進 、 総 合 相 談 機 能 の 強 化各 種 事 業 の 推 進 、 総 合 相 談 機 能 の 強 化

１ ． ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 【 目 指 す 姿 ① ③ 】１ ． ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 【 目 指 す 姿 ① ③ 】

（ １ ） 地 域 福 祉 の 重 要 な 担 い 手 で あ る ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動 を 推 進 す る た め 、

ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ ィ ネ ー ト 業 務 を 行 い ま す 。

（ ２ ） 様 々 な 対 象 に 向 け た 研 修 ・ 講 座 を 開 催 し 、 ボ ラ ン テ ィ ア 育 成 と と も

に 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 底 上 げ を 目 指 し ま す 。

（ ３ ） ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 者 や こ れ か ら 活 動 を 希 望 し て い る 人 が 、 実 際 に 活

動 に つ な が る よ う 、 広 報 啓 発 を 進 め ま す 。

（ ４ ） 関 係 機 関 と の 情 報 交 換 や 協 働 を 通 し 、 ニ ー ズ 把 握 や 課 題 分 析 、 区 域

に お け る ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 行 い ま す 。

（ ５ ） 各 種 ボ ラ ン テ ィ ア 保 険 の 取 り 扱 い を 行 い ま す 。

２ ． 移 動 情 報 セ ン タ ー あ さ ひ 【 目 指 す 姿 ① ③ 】２ ． 移 動 情 報 セ ン タ ー あ さ ひ 【 目 指 す 姿 ① ③ 】

（ １ ） 障 害 の あ る 方 の 抱 え る 移 動 に 関 す る 課 題 に 対 し 、 適 切 な 情 報 提 供 す

る 等 、 解 決 に 向 け て コ ー デ ィ ネ ー ト し ま す 。 ま た 、 相 談 を き っ か け

に 見 え て き た 課 題 に つ い て も 適 切 な 関 係 機 関 へ つ な ぎ ま す 。

（ ２ ） 相 談 者 が 地 域 で 安 心 し て 自 分 ら し い 生 活 が 送 れ る よ う に 、 地 域 や 関

係 機 関 と 連 携 し た 包 括 的 な コ ー デ ィ ネ ー ト を 進 め 、 コ ー デ ィ ネ ー ト

の 中 で の 気 づ き を 共 有 し 、 地 域 の 中 で 支 え あ う 視 点 を 醸 成 し て い き

ま す 。

（ ３ ） 当 事 者 や 家 族 が 地 域 と の つ な が り を 感 じ な が ら 、 身 近 な 地 域 で 安 心

し て 生 活 が で き る よ う に 、 ガ イ ド ボ ラ ン テ ィ ア 等 の 担 い 手 の 発 掘 や

育 成 に つ い て 、 地 域 支 援 と 連 動 を 図 り 、 講 座 ・ 研 修 等 を 企 画 ・ 開 催

し ま す 。

《 財 源 》
※ 【 】 は 前 年 度 予 算

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー

運 営 ：

7 7 6 千 円

【 6 3 1 千 円 】

( 市 受 託 金 )

（ 手 数 料 収 入 ）

移 動 情 報 セ ン タ ー

運 営 :

8 ,4 6 3 千 円

【 8 ,2 9 2 千 円 】

（ 市 社 協 受 託 金 ）

ガ イ ド ボ ラ ン テ ィ ア

事 業 :

2 ,8 3 7 千 円

【 3 ,0 0 2 千 円 】

（ 市 補 助 金 ）

4



33 .. 旭 区 あ ん し ん セ ン タ ー旭 区 あ ん し ん セ ン タ ー 【【 目 指 す 姿目 指 す 姿 ① ② ③① ② ③ 】】

（ １ ） 自 身 で の 金 銭 や 財 産 関 係 書 類 等 の 管 理 が 不 安 な 高 齢 者 や 障 害 の あ る 方 の

た め 、 日 常 生 活 や 金 銭 管 理 等 の 相 談 に 応 じ 、 契 約 に 基 づ き 、 次 の サ ー ビ

ス の 提 供 を 実 施 し ま す 。

① 福 祉 サ ー ビ ス 利 用 援 助 、 定 期 訪 問 ・ 金 銭 管 理 サ ー ビ ス

② 預 金 通 帳 な ど 財 産 関 係 書 類 等 預 か り サ ー ビ ス

（ ２ ） 利 用 者 一 人 ひ と り が 強 み を 生 か し 、 地 域 で そ の 人 ら し く 暮 ら せ る よ う 利 用

者 と 地 域 を 繋 げ る 支 援 に 取 り 組 み ま す 。

（ ３ ） 区 役 所 お よ び 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 等 と 連 携 し 、 権 利 擁 護 事 業 や 成 年 後 見

制 度 に 関 す る 啓 発 、 申 立 て 支 援 を 進 め ま す 。

（ ４ ） サ ポ ー ト ネ ッ ト の 開 催 等 を 通 じ 、 成 年 後 見 制 度 に 関 わ る 支 援 者 の ス キ ル

ア ッ プ お よ び 市 民 後 見 人 の 活 動 支 援 に 取 り 組 み ま す 。

４４ ．． 生 活 福 祉 資 金 貸 付 事 業生 活 福 祉 資 金 貸 付 事 業 【【 目 指 す 姿目 指 す 姿 ③③ 】】

（ １ ） 低 所 得 者 ・ 高 齢 者 ・ 障 害 者 等 世 帯 に 対 し 、 そ の 経 済 的 自 立 及 び 生 活 意 欲 の

助 長 促 進 を 図 る た め 、 民 生 委 員 児 童 委 員 と 連 携 し て 、 相 談 対 応 ・ 貸 付 ・ 償

還 支 援 等 を 実 施 し ま す 。

（ ２ ） 区 民 児 協 や 地 区 民 児 協 へ の 制 度 概 要 の 説 明 や 、 教 育 支 援 資 金 の 説 明 を 行 い

ま す 。

５５ ．． 生 活 に 困 難 を 抱 え る 方 々 へ の 支 援生 活 に 困 難 を 抱 え る 方 々 へ の 支 援 【【 目 指 す 姿目 指 す 姿 ① ② ③① ② ③ 】】

（ １ ） 生 活 困 窮 者 支 援 と し て 、 緊 急 一 時 食 料 支 援 を は じ め 、 生 活 福 祉 資 金 貸 付 事

業 、 あ ん し ん セ ン タ ー 事 業 な ど の 区 社 協 事 業 の 実 績 を も と に 、 総 合 相 談 ・

生 活 支 援 へ の 取 り 組 み を 一 層 強 化 す る と と も に 、 適 切 な 関 係 者 ・ 機 関 に 繋

ぎ 支 援 し ま す 。

（ ２ ） 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 を は じ め と す る 地 域 住 民 や 、 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 制 度

に よ る 事 業 等 と 連 携 し 、 地 域 で の 新 た な 支 援 の 仕 組 み を 構 築 し 、 制 度 に と

ら わ れ な い 支 援 を 通 し て 世 帯 の 自 立 を 図 り ま す 。

⇒ 参 照 Ⅱ ． ３ ． （ ３ ） 孤 立 防 止 や 社 会 と の つ な が り づ く り

（ ３ ） 火 災 等 の 罹 災 世 帯 へ 見 舞 金 を 交 付 し ま す 。

（ ４ ） 低 所 得 者 法 外 援 護 費 事 業 を 関 係 機 関 と 連 携 し 取 り 組 み ま す 。

《 財 源 》

※ 【 】 は 前 年 度 予 算

あ ん し ん セ ン タ ー 運 営

9 8 2 千 円

【 6 4 9 千 円 】

（ 市 社 協 受 託 金 ）

（ 利 用 料 収 入 ）

（ 会 費 収 入 ）

生 活 福 祉 資 金

貸 付 事 業

5 ,0 8 7 千 円

【 3 ,4 8 1 千 円 】

（ 県 社 協 受 託 金 ）

（ 会 費 収 入 ）

緊 急 一 時 食 料

支 援 事 業

2 0 1 千 円

【 2 2 0 千 円 】

（ 共 同 募 金 年 末 ）

火 災 等 の 罹 災

世 帯 へ 見 舞 金

2 0 0 千 円

【 4 0 0 千 円 】

（ 共 同 募 金 一 般 ）

（ た す け あ い 福 祉

資 金 ）
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基 本 目 標基 本 目 標 ⅡⅡ 多 様 な 主 体 に よ る 支 え多 様 な 主 体 に よ る 支 え ああ い の 地 域 づ く り の 推 進い の 地 域 づ く り の 推 進

地地
域域
福福
祉
推
進

祉
推
進
部部
門門

一一
人
ひ
人
ひ
とと
りり
のの
福福
祉
意
祉
意
識識
のの
醸醸
成成

法法
人人
運運
営
・
経

営
・
経
営営
部
門
部
門

１１ ．． 地 区 社 協 活 動 の 支 援地 区 社 協 活 動 の 支 援 【【 目 指 す 姿目 指 す 姿 ① ② ③① ② ③ 】】

（ １ ） 地 区 社 協 が 「 困 り ご と に 寄 り 添 い 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 活 か し て 解 決

し て い く 」 役 割 を 担 え る よ う 、 地 区 社 協 活 動 を 支 援 し ま す 。

① 1 9 地 区 社 協 の 活 動 へ の 助 成 、 職 員 の 地 区 担 当 制 を 活 用 し 、 地 区 社

協 活 動 等 の 状 況 把 握 や 支 援 を 進 め ま す 。

② 地 区 社 協 活 動 の 情 報 交 換 や 連 絡 調 整 の た め 、 地 区 社 協 分 科 会 を 開

催 す る と と も に 、 地 域 の 福 祉 力 推 進 に 向 け た 研 修 会 を 実 施 し ま す 。

③ 地 区 社 協 主 催 の 福 祉 啓 発 お よ び 課 題 解 決 を 目 的 と し た 講 座 ・ 情 報

交 換 会 の 開 催 を 支 援 し ま す 。

④ 地 区 社 協 に 求 め ら れ て い る 役 割 に つ い て 、 こ れ か ら の 活 動 の 一

助 と な る よ う 、 他 地 区 の 先 駆 的 な 事 例 を 具 体 的 に 学 ぶ 研 修 を 実

施 し ま す 。

《 財 源 》

※ 【 】 は 前 年 度 予 算

地 区 社 協 支 援

6 ,5 0 4 千 円

【 6 ,5 4 7 千 円 】

（ 市 社 協 補 助 金 ）

（ 共 同 募 金 一 般 ）

（ 共 同 募 金 年 末 ）

（ 会 費 収 入 ）

ふ れ あ い 助 成 金

9, 8 3 3 千 円

【 9, 8 4 9 千 円 】

( 市 社 協 補 助 金 )

( 共 同 募 金 一 般 )

( 善 意 銀 行 ）

独 自 助 成 金

2 ,8 5 0 千 円

【 2, 0 2 1 千 円 】

（ 善 意 銀 行 ）

（ 福 祉 基 金 ）

◎ ご 近 助 ほ っ こ り 活 動 の 推 進

旭 区 社 協 と 1 9 地 区 社 協 で は 、 新 し い 見 守 り の 仕 組 み と し て 、 令 和

３ 年 ７ 月 に 「 ご 近 助 ほ っ こ り 活 動 」 が ス タ ー ト し ま し た 。 身 近 な

地 域 で の 挨 拶 や 声 か け 、 地 域 住 民 同 士 の さ り げ な い 目 配 り や 気 配

り に よ る 見 守 り 活 動 を 通 じ て 、 地 域 の 中 で 孤 立 し が ち な 人 の 小 さ

な 変 化 に 気 づ く こ と の で き る 活 動 や 地 域 づ く り を 進 め る 取 組 で す 。

地 域 ご と の 特 性 に 合 わ せ た 柔 軟 な 形 で 支 援 を 進 め ま す 。

２２ ．． ボ ラ ン テ ィ アボ ラ ン テ ィ ア ・・ 市 民 活 動 団 体 へ の 支 援市 民 活 動 団 体 へ の 支 援 【【 目 指 す 姿目 指 す 姿 ②② 】】

（ １ ） よ り 豊 か な 市 民 社 会 の 実 現 の た め 、 区 内 の 地 域 福 祉 関 係 団 体 （ ボ ラ

ン テ ィ ア ・ 当 事 者 団 体 等 ） や 地 区 で の 福 祉 に 関 す る 取 組 に 対 し 、 助

成 金 を 通 じ て 支 援 し ま す 。

① 「 あ さ ひ ふ れ あ い 助 成 金 」 と し て 、 区 内 の 地 域 福 祉 関 係 団 体 の

事 業 に 対 し 助 成 し ま す 。

② 区 社 協 会 員 、 地 域 で の 見 守 り ・ 支 え あ い 活 動 に 取 り 組 む 団 体 を 対

象 に 、 区 社 協 独 自 助 成 金 の 交 付 な ど 、 活 動 を 支 援 し ま す 。

（ ２ ） 旭 区 福 祉 保 健 活 動 拠 点 「 ぱ れ っ と 旭 」 の 適 正 な 管 理 運 営 を 行 い ま す 。

地 域 の 方 々 が い き い き と 活 動 で き 、 団 体 同 士 の つ な が り を 持 て る

拠 点 と し て 、 更 な る 満 足 度 の 向 上 を 目 指 し ま す 。
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《 財 源 》

※ 【 】 は 前 年 度 予 算

福 祉 保 健 活 動 拠 点

1 5 ,8 0 7 千 円

【 1 4 ,0 4 6 千 円 】

( 市 受 託 金 収 入 )

( 負 担 金 収 入 )

( 会 費 収 入 )

地 域 福 祉 保 健 計 画

事 業

9 2 4 千 円

【 1 ,1 1 8 千 円 】

( 区 負 担 金 )

( 共 同 募 金 一 般 )

生 活 支 援 体 制 整 備

事 業

2 8 5 千 円

【 2 4 1 千 円 】

( 市 社 協 受 託 金 )

( 会 費 収 入 ）

① 利 用 団 体 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 り 、 活 動 内 容 、 活 動 上 の 課 題 な ど を

把 握 し 支 援 し ま す 。

② 利 用 団 体 同 士 の 連 携 や 交 流 の 機 会 を 設 け ま す 。

➂ 窓 口 満 足 度 調 査 や 利 用 団 体 懇 談 会 を 通 じ 、 拠 点 利 用 者 へ の サ ー ビ ス 向 上

に 努 め ま す 。

④ ホ ー ム ペ ー ジ や S N S な ど を 用 い て 福 祉 保 健 活 動 拠 点 の P R を 行 い 、 拠 点 の

周 知 及 び 利 用 促 進 を 図 り ま す 。

⑤ 拠 点 利 用 者 が 安 心 し て 施 設 を 利 用 で き る よ う 、 感 染 症 対 策 を 継 続 し ま す 。

⑥ 公 の 施 設 と し て の 管 理 水 準 の よ り 一 層 の 維 持 向 上 を 図 る た め 、 第 三 者 評

価 を 受 審 し ま す 。

３３ ．． 協 働協 働 ・・ 連 携 に よ る 福 祉 課 題 へ の ア プ ロ ー チ連 携 に よ る 福 祉 課 題 へ の ア プ ロ ー チ 【【 目 指 す 姿目 指 す 姿 ① ② ③① ② ③ 】】

（ １ ） 地 域 福 祉 保 健 計 画 の 推 進

旭 区 地 域 福 祉 保 健 計 画 に 基 づ く 事 業 の 推 進 に 取 り 組 み ま す 。

① 第 ４ 期 地 域 福 祉 保 健 計 画 を 推 進 し ま す 。

② 地 区 別 計 画 の 推 進 の 支 援 を 通 じ 、 地 域 課 題 に 住 民 主 体 で 取 り 組 む 土 壌

づ く り を 進 め ま す 。

③ 旭 区 社 会 福 祉 大 会 （ き ら っ と あ さ ひ 福 祉 大 会 ） に て 、 永 年 に わ た り 地 域

で 福 祉 保 健 活 動 等 に 携 わ っ て き た 方 々 の 功 績 を 讃 え る と と も に 、 様 々 な

活 動 、 取 組 を 区 民 に 周 知 し ま す 。

（ ２ ） 見 守 り ・ 社 会 参 加 ・ 生 活 支 援 の 場 の 提 供 ( 生 活 支 援 体 制 整 備 事 業 )

高 齢 者 等 の 生 活 支 援 、 社 会 参 加 に よ る 介 護 予 防 、 そ れ ら を 進 め る た め の

見 守 り 活 動 を 推 進 す る た め に 、 生 活 支 援 体 制 整 備 事 業 に 取 り 組 み ま す 。

【 第 １ 層 生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 働 き か け 、 関 わ り 】

区 域 の 課 題 で あ る 「 見 守 り の 仕 組 み づ く り 」 「 移 動 支 援 」 「 移 動 販 売 」 に

つ い て 取 組 を 進 め ま す 。 特 に 各 地 区 社 協 等 に お い て 実 施 さ れ て い る 「 ご 近

助 ほ っ こ り 活 動 」 は 、 各 地 区 を 担 当 す る 第 ２ 層 生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

と 連 携 し て 進 め て い き ま す 。

【 第 ２ 層 生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 支 援 】

① 各 地 域 ケ ア プ ラ ザ に 配 置 さ れ て い る 第 ２ 層 生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の

支 援 を 進 め る た め 、 各 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 取 組 状 況 や 経 験 年 数 に 合 わ せ

た 情 報 提 供 や 研 修 を 実 施 し ま す 。

② 「 ち ょ こ っ と ボ ラ ン テ ィ ア 」 、 「 食 事 サ ー ビ ス 」 の 連 絡 会 を 、 ウ ィ ズ ・

ア フ タ ー コ ロ ナ を 踏 ま え て 開 催 し 、 生 活 支 援 体 制 整 備 事 業 の さ ら な る 発

展 に つ な げ て い き ま す 。 ま た 、 サ ロ ン 活 動 等 の 居 場 所 ・ 交 流 事 業 を 行 う

団 体 の 活 性 化 の た め 、 「 つ ど い の 場 通 信 」 を 生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

連 絡 会 で 発 行 し ま す 。

③ 地 域 課 題 の 解 決 の た め 、 民 間 企 業 や 社 会 福 祉 施 設 等 の 新 た な 担 い 手 層 や

多 様 な 主 体 と の 取 組 推 進 に つ い て 検 討 し ま す 。
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《 財 源 》
※ 【 】 は 前 年 度 予 算

つ な が り 食 料 支 援
事 業 ：

3 4 7 千 円
【 1 8 0 千 円 】

( 共 同 募 金 年 末 )
( 善 意 銀 行 )

ひ と り 親 家 庭 向 け
無 料 頒 布 会 ：

2 5 3 千 円
【 1 0 5 千 円 】

( 共 同 募 金 年 末 )
( 善 意 銀 行 )

子 ど も の 居 場 所 づ
く り ｻ ﾎ ﾟ ｰ ﾄ 事 業 ：

3 6 4 千 円
【 5 0 千 円 】

( 共 同 募 金 一 般 )

地 域 活 動 交 流 ｺ ｰ
ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ 連 絡 会 :

8 2 千 円
【 8 2 千 円 】

( 市 社 協 補 助 金 )

一一
人
ひ
人
ひ
とと
りり
のの
福福
祉
意
祉
意
識識
のの
醸醸
成成

法法
人人
運運
営
・
経

営
・
経
営営
部
門
部
門

（ ３ ） 孤 立 防 止 や 社 会 と の つ な が り づ く り

① 「 孤 立 さ せ な い ！ 『 つ な が り 食 料 支 援 事 業 』 」

区 内 農 家 や 近 隣 青 果 店 等 か ら 野 菜 の 提 供 を 受 け 、 生 活 に お 困 り の 世

帯 等 へ の 「 食 」 を 通 じ た つ な が り づ く り を 行 う 「 孤 立 さ せ な い ！

『 つ な が り 食 料 支 援 事 業 』 」 を 実 施 し ま す 。 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 や

関 係 機 関 と 連 携 し た 見 守 り ・ 相 談 支 援 を 行 う こ と に よ り 、 社 会 的 孤

立 の 防 止 を 目 指 し ま す 。

ま た 、 相 談 者 の 活 躍 の 場 づ く り に 取 り 組 み ま す 。

② ひ と り 親 家 庭 向 け 旭 区 産 野 菜 無 料 頒 布 会

地 域 で 孤 立 し が ち で 経 済 的 に も 苦 し い 状 況 に 陥 り や す い ひ と り 親 家

庭 向 け に 旭 区 産 野 菜 の 無 料 頒 布 会 を 年 ２ 回 行 い ま す 。 運 営 は ボ ラ ン

テ ィ ア セ ン タ ー 登 録 者 の 協 力 も 得 な が ら 、 主 任 児 童 委 員 と 協 働 で 行

い 、 野 菜 の 頒 布 だ け で な く そ の 後 の つ な が り 作 り も 丁 寧 に 行 い ま す 。

③ 食 料 等 無 料 頒 布 会

生 活 に お 困 り の 方 や 地 域 か ら 孤 立 し が ち な 方 々 を 対 象 に 、 地 区 社 協

や 民 児 協 等 と 連 携 し 、 食 料 等 無 料 頒 布 会 ・ 相 談 会 を 支 援 し 、 つ な が

り づ く り を 進 め ま す 。

（ ４ ） 地 域 で 子 ど も を 育 て る 支 援

① 子 ど も 食 堂 （ 地 域 食 堂 ） 、 学 習 支 援 、 フ リ ー ス ペ ー ス 等 の 子 ど も の

居 場 所 事 業 を 実 施 す る 団 体 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 進 め ま す 。

② 「 地 域 で 子 ど も を 育 て る 」 機 運 を 高 め る た め の 取 組 を 進 め ま す 。

③ 寄 付 金 を 財 源 に 創 設 し た 基 金 を 活 用 し 、 身 近 な 地 域 で 子 ど も の 育 ち

を 支 援 す る 事 業 に 対 し 、 「 あ さ ひ 子 ど も の 未 来 応 援 助 成 金 」 を 交 付

し ま す 。

（ ５ ） 重 層 的 な 支 援 体 制 に 向 け た ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

① 社 会 的 に 孤 立 し て い る 状 況 に あ る 人 が 増 え る 中 、 異 変 が あ っ た 際 の

早 期 発 見 や 課 題 を 抱 え る 人 を 必 要 な 支 援 に つ な げ る 等 、 関 係 機 関 と

連 携 し 取 組 を 進 め ま す 。

② 地 域 の 身 近 な 福 祉 拠 点 で あ る 地 域 ケ ア プ ラ ザ と 連 携 を と り 、 各 地 区

活 動 へ の 支 援 を 進 め ま す 。

③ 地 域 活 動 交 流 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 連 絡 会 の 事 務 局 と し て 、 人 材 育 成 と

業 務 ス キ ル ア ッ プ を 図 る た め 、 地 域 活 動 交 流 コ ー デ ィ ネ ー タ ー と 協

働 で 研 修 会 や 勉 強 会 を 企 画 し 実 施 し ま す 。

④ 地 域 ケ ア プ ラ ザ 所 長 会 、 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 連 絡 会 、 地 域 ケ ア 会

議 、 巡 回 相 談 等 へ 参 加 し 、 具 体 的 な 連 携 を 進 め ま す 。
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《 財 源 》

※ 【 】 は 前 年 度 予 算

福 祉 教 育 ：
5 5 千 円

【 9 8 千 円 】

( 市 社 協 補 助 金 )

( 会 費 収 入 )

い き い き 宣 言 :
2, 7 4 8 千 円

【 2, 4 8 2 千 円 】

( 市 受 託 金 収 入 )

( 共 同 募 金 一 般 )

情 報 発 信 (ネ ッ ト )：

1 0 3 千 円

【 3 0 5 千 円 】

( 会 費 収 入 )

( 共 同 募 金 年 末 ）

１１ ．． 福 祉 教 育 の 推 進福 祉 教 育 の 推 進 【【 目 指 す 姿目 指 す 姿 ① ② ③① ② ③ 】】

学 校 、 地 域 、 企 業 か ら の 相 談 に 対 し て 、 「 ふ 」 だ ん の 「 く 」 ら し の 「 し 」

あ わ せ に つ い て 気 づ き を 得 ら れ る よ う な 福 祉 教 育 に 取 り 組 み ま す 。

（ １ ） 障 害 当 事 者 を は じ め 、 地 域 ケ ア プ ラ ザ や 地 区 社 協 等 と 連 携 し 、 地 域 と 繋 が

る 福 祉 教 育 を 実 践 し て い き ま す 。

（ ２ ） 福 祉 教 育 に 関 連 す る 機 材 を 貸 し 出 し ま す 。

（ ３ ） ジ ュ ニ ア ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 各 地 区 民 児 協 と 連 携 し 、 活 動 を 支 援 し ま す 。

ま た 、 活 動 体 験 者 を 地 域 活 動 に つ な げ る 方 法 を 検 討 し ま す 。

（ ４ ） 区 内 障 害 施 設 や 当 事 者 団 体 な ど 関 係 機 関 と 協 働 し て 、 様 々 な 事 業 に 取 り 組

み ま す 。

（ ５ ） 企 業 の 社 会 貢 献 活 動 が 、 地 域 と つ な が り の あ る 取 組 と な る よ う 、 区 内 企 業

と の つ な が り を 強 め ま す 。

基 本 目 標基 本 目 標 ⅢⅢ 地 域 福 祉 保 健 の 取 組 が 拡 が る地 域 福 祉 保 健 の 取 組 が 拡 が る 仕 組 み仕 組 み づ く り の 推 進づ く り の 推 進

２２ ．． 寄 付 文 化 の 醸 成寄 付 文 化 の 醸 成 【【 目 指 す 姿目 指 す 姿 ①① 】】

（ １ ） 寄 付 文 化 の 醸 成 を 目 指 し て 、 善 意 銀 行 の 受 け 入 れ （ 金 銭 ・ 物 品 ） を 行 い 、

区 内 の 配 分 先 を 調 整 し ま す 。 ま た 、 寄 せ ら れ た 金 品 は 、 助 成 金 等 に 活 用 し

ま す 。

（ ２ ） 地 域 共 生 社 会 の 実 現 に 向 け 、 助 成 金 や 寄 付 の あ り 方 に つ い て 引 き 続 き 検 討

を 行 い ま す 。
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３３ ．． 広 報広 報 ・・ 啓 発啓 発 【【 目 指 す 姿目 指 す 姿 ① ② ③① ② ③ 】】

（ １ ） あ さ ひ い き い き 宣 言 （ 旭 区 社 協 だ よ り ） を 発 行 し 、 全 戸 配 布 し ま す 。

「 地 域 共 生 社 会 」 を メ イ ン テ ー マ に 、 テ ー マ に 合 わ せ た 各 地 域 の 取 組 や 情 報

を 掲 載 す る こ と で 、 身 近 で 親 し み や す い 福 祉 啓 発 だ け で な く 、 「 気 づ き 」

や 「 学 び 」 を 得 ら れ る 内 容 に し ま す 。

（ ２ ） 情 報 を 発 信 す る た め の ツ ー ル と し て 、 T witt er ・ Y o u T u b e を 活 用 し ま す 。

ま た 、 ホ ー ム ペ ー ジ で の 情 報 発 信 も 継 続 し て 取 り 組 み ま す 。



《 財 源 》

※ 【 】 は 前 年 度 予 算

会 員 向 け 研 修 会 :
1 5 2 千 円
【 4 3 千 円 】

( 会 費 収 入 ) 

基 本 目 標基 本 目 標 ⅣⅣ 区 社 協 組 織区 社 協 組 織 ・・ 活 動 基 盤 の 整 備活 動 基 盤 の 整 備

法法
人人
運運
営
・
経

営
・
経
営営
部
門
部
門

≪≪ 法 人 運 営 ・ 経 営 部 門法 人 運 営 ・ 経 営 部 門 ≫≫

（ １ ） 区 社 協 基 盤 整 備

① 区 社 協 の 基 盤 強 化 の た め 、 会 員 拡 充 に 取 り 組 み ま す 。

② 「 地 域 共 生 社 会 」 の 実 現 に 向 け て 、 会 員 向 け 研 修 会 を 開 催 し ま す 。

③ 自 主 財 源 の 確 保 と 福 祉 啓 発 の た め 、 地 区 連 合 自 治 会 町 内 会 の 理 解 と 協 力

の も と 、 各 地 区 社 協 と 共 同 で 賛 助 会 費 を 募 集 し ま す 。

④ 事 業 を 適 切 に 執 行 す る た め 事 務 運 営 の 効 率 化 や 事 業 の 見 直 し な ど 業 務 改

善 と 経 営 改 善 に 取 り 組 み ま す 。

⑤ 新 た な 事 業 展 開 や 重 点 事 業 推 進 の た め 、 安 定 し た 経 営 が で き る よ う 、 適

正 な 予 算 執 行 に つ と め ま す 。

（ ２ ） 理 事 会 、 評 議 員 会 、 分 科 会 等 の 開 催

理 事 会 、 評 議 員 会 等 を 開 催 し 、 社 会 福 祉 法 に 基 づ き 、 適 正 な 法 人 運 営 を 進

め ま す 。 地 域 の 課 題 解 決 に 向 け て 、 連 携 ・ 協 働 し や す い よ う な 分 科 会 体 制

に 見 直 し ま す 。

（ ３ ） 社 会 福 祉 功 労 表 彰

長 年 に わ た り 、 旭 区 に お い て 地 域 福 祉 の 推 進 に 携 わ っ て こ ら れ た 個 人 ・ 団

体 の 功 績 を た た え 、 地 域 福 祉 の 一 層 の 充 実 を 図 る た め 、 旭 区 社 会 福 祉 協 議

会 社 会 福 祉 功 表 彰 を 行 い ま す 。

（ ４ ） 災 害 時 に お け る 支 援 体 制 の 構 築

① 大 規 模 災 害 発 生 時 は 、 区 災 害 対 策 本 部 か ら の 要 請 に 基 づ き 、 災 害 ボ ラ ン

テ ィ ア セ ン タ ー を 設 置 し 運 営 し ま す 。 ま た 、 I C Tの 活 用 か ら 、 災 害 ボ ラ ン

テ ィ ア セ ン タ ー 運 営 を は じ め と し た 災 害 時 に 活 用 す る 情 報 共 有 シ ス テ ム

等 の 構 築 を 進 め ま す 。

② 旭 区 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 連 絡 会 と 連 携 を 図 り 、 支 援 体 制 を 検 討 し ま す 。

（ ５ ） コ ン プ ラ イ ア ン ス の 推 進 、 人 材 育 成

① 職 場 で 発 生 し た 事 件 ・ 事 故 ・ 事 務 処 理 ミ ス の 情 報 に つ い て は 、 組 織 全 体

で 積 極 的 に 共 有 を 行 い 、 再 発 防 止 に つ な げ る た め 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス 推

進 の 取 組 を 強 化 し ま す 。 ま た 、 よ り 透 明 性 の 高 い 業 務 運 営 を 行 い ま す 。

② 職 員 の 人 材 育 成 を 進 め る た め 、 内 部 研 修 の 実 施 や 外 部 研 修 へ の 参 加 を 推

進 し ま す 。

③ 社 会 福 祉 士 受 験 資 格 取 得 の た め の 「 社 会 福 祉 援 助 技 術 現 場 実 習 生 」 を

受 け 入 れ ま す 。

（ ６ ） 団 体 事 務

次 の ５ 団 体 の 事 務 局 運 営 を 担 い ま す 。

① 神 奈 川 県 共 同 募 金 会 旭 区 支 会

② 日 本 赤 十 字 社 神 奈 川 県 支 部 横 浜 市 地 区 本 部 旭 区 地 区 委 員 会

③ 旭 保 護 司 会

④ 旭 区 更 生 保 護 女 性 会

⑤ 旭 区 更 生 保 護 協 会 1 0


